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（２）すべての生徒が登校できるような取組について

	
	協議結果
	意見の概要

	
	（１）学校応援団活動を広げる取組






























































（２）不登校生徒減少に向けた取組としての意見

































（３）校長より
	委員より資料提示「桶川東中学校『学校応援団』について」
「学校応援団」の活動を活性化させるにはどうしたらよいか。
〇現状
（参加者）・地域ボランティア　・在校生保護者　・部活動生徒　等
〇課題
　・参加人数の減少が懸念される
〇今後の希望
　・保護者の参加を増やしていきたい。
　・ペンキ塗り、池の管理、３年生への面接指導、学校廊下の修繕など学校に必要性のある活動をできないか。
☆現在の人数と活動内容によって何人で、何ができるのか。
　・環境ボランティア・保護者　・生徒 ・教員

☆CS委員、PTA、教員、生徒　１名程度で実行委員を作って、学校に何が必要で、どんな取組ができるかを計画を立てる等の組織作りが必要ではないか。

☆実行委員を作ることに賛成である。例えば、池の管理、枝木、除草、などの作業ごとに分けて計画を立てることが必要ではないか。

☆拡大実行委員会を立ち上げ、要望を吸い上げる。学校応援団の目的をはっきりさせていくことで、年度ごとの目標を立て、計画を立てる。手順を追って、地域に広げる必要がある。単発の活動やその人がいたからできたとならないようにする。

☆例えば、池の管理をして「ホタルが住める環境」を目標にしてみてはどうか。防災倉庫の中のものにも触れ、非常時に備える等の活動をしてはどうか。

☆活動が決まれば、どのくらいの期間で、どのくらいの予算が必要かが見えてくる。

☆継続するためには、人数の確保が重要である。チーム名を検討し、会員の獲得をする。卒業生、卒業生の保護者に卒業時に加入を促す。環境ボランティアでは校舎外の活動はできているが、校舎内の環境整備についてペンキ塗りや修繕ができるようにしていく。ボランティアを登録してもらい、社会体験に行くだけでなく、講師としても招へいする。

☆「できることをやる」というスタンスでやらないと続いていかない。募集するタイミングを明確にしておく必要があるのではないか。卒業式、はたちの集い等ではどうか。

☆学校応援団として、「学校のために」という第一の目的を達成するものにしたいが、参加者を増やすのは難しい状況である。校長を中心に「理想の学校像」を掲げる最初の方向性が大事である。

コーディネーターがいると、様々なコーディネーターが学校の事業を請け負っている。
名前を付けて協力チームがあるとよい。

生徒と寄り添うために必要なこと
・SCと生徒と話をする機会があるとよい。

・教室に入ることができない生徒に、どのようなかかわり方をしていくか。
・休みが長期化するのはよくない。
　昨年の１１月１２月のデータ全国で小中学校の不登校生徒２４万前年度から２５パーセント増えている。大人の考えと卒業生との考え
　年齢が近い子（機会があるとよい）との会話の機会を設定してはどうか。
在学中は難しい。
寄り添うことが大事。協力者は厳選することも必要。
他、地域の応援支援、個別化内部改修、民生委員や地区別の情報交換等をしていく。

不登校のはじまり→だれも起こしてくれない。父親が一緒にでる。家庭環境には入れない。カウンセラーの援助を得る。
講習会で研修会を実施する。
良い話は聞きたい。
高校生になり通学の機会を得られることもある。
スクールソーシャルワーカーへの依頼もしていく。

　コミュニケーションの場があればよいのではないか。
　理由を考える必要もある。
寄り添う　支援する　配慮する
　
専門的な人の配置。
自立する力は必要。
一人でも生活してけるようになってほしい。
教えなければいけないことはゆっくり教えていく。
周りの大人が学校へ行かなければいいという人はいない
勉強しなければよかったということはない

体育館の空調入れるR７年度中学校に入る。
部活動の移行について
大会にクラブが入る可能性もある。

	配付資料
	（１）学校応援団について（上委員より）










